
昭
和
お
年
度
調
査
研
究
概
況

ー 、
唐
招
提
寺
総
合
調
査
(
美
術
工
芸 、
建
造
物 、
歴
史
研

究容。

2 、
平
城
宮
崎即
発
旧制
調
査
(
述
造
物 、
歴
史
研
究
室〉

以
上の
概
要に
つ
い
て
は
本
文
参
照 。

3 、
大
和
条
思
制の
調
査
研
究
(
歴
史 、
挫
造
物
研
究
{さ

平
城
京の
粂
坊
制
を
切
に
す
る
た
め
に
は 、
川中に
京
内に

止
ら
ず 、
広
く
大
和
国の
糸
抱一
制
と
関
述
させ
て
研
究
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る 。
こ
の
た
め
ま
ず
大
和
国の
条
盟

制
資
料
を
蒐
集
経
理
す
るこ
と
と
し
た
が 、
お
年
度
に
おい

て
は 、
特にパ
ン
チ
カ
ー
ド

利
用
に
よ
る
文
献
資
料の
蒐
集

に
主
力
を
注い
だ .
カ
ー
ド

作
削肢
が
終っ
た
の
は
大
日
本
古

文
書
中の
東
大
寺
文
苫で
あ
る 。

4 、
電
気
比
低
抗
法に
よ
る
以
蹴
泣
跡の
調
在
(
建
造
物 、

歴
史
研
究
{さ

こ
の
調
査
は
電
気
比
低
抗
法
に
よっ
て
地
下
回
政
治
跡の

状
態
を
探
知し
よ
う
と
す
る
も
の
で 、
測
定
に
は
横
河
電
機

製
作
所
製
L
l

m
型
大
地
比
抵
抗
測
定
則市
を
使
用
し
た 。
ま

づ
昭
和
お
年4
月 、
既
知の
逃
跡
(
既
に
発
掘
調
査
済〉
飛

鳥
寺か
ら
岩
手
し
た 。

そ
の
目
的
は
電
気
探
査の
結
果
と
号制
調
査の
結
果
と
を

照
合
す
る
こ
と
に
よ
り 、

既
知の
逃
跡
が
どの
よ
う
な
数
値

又
は
図
表
と
なっ
て
現
わ
れ
る
か
を
検
討
し 、
どの
程
度
探

査
が
可
能
で
あ
る
か
を
倹
討
す
る
に
あっ
た 。
そ
の
結
mxか

な
り
有
効
な
補
助
手
段
に
な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
に
至っ

た 。
そ
こ
で
昭
和
お
年ロ
月
東
大
寺
知
足
院
庭
園
逃
践
を
探

査
し
た
所 、
滝の
石
組の
下
方
に
於い
て
地
山
が
約
印
纏
下

がっ
て
お
り 、
池
か
流
れ
様の
もの
L
存
在
を
総
定
し
得
た

し 、
一
部
試
旧制
に
よ
り
その
実
際の
状
態
を
も
砿
認
し
得
た 。

つ
Hふ
い
て
昭
和
お
年1
月
法
金
剛
院
庭
関
遺
跡で
探
査
を
行

っ
た
が 、
現
存
す
る
池
を
含め
て 、
旧
国
池は
か
つ
て
滝
下

ま
で
の
び
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た .
こ
の
結
果
は
問
中守
所

蔵の
古
幽
に
も
符
合
す
る
も
の
で
あっ
た ・
現
在
の
所
遺
跡

の
篭
気
探
査
は
ま
だ
実
験
段
階
に
あ
り 、
解
析の
結
果
得
ら

れ
た
電
気
的
数
値
と
遺
構
と
の
相
関
関
係
を
求
め
る
に
は
至

っ
て
い
な
い
が 、
今
後
数
多
くの
事
例に
当
れ
ば 、
や
が
て

よ
り

正
確
な
結
栄
が
則
符
さ
れ
る
もの
と
考
え
ら
れ
る 。

5 、
仁
和
寺の
研
究(
美
術工
芸 、
建
造
物 、
脱出
史
研
究
室)

昭
和
お-
M
前
年
度に
わ
た
り 、
仁
和
寺
所
蔵
古
文
3・

聖教
頒の
調
査
を
行っ
て
来
た
が 、
お
年
度に
お
い
て
は 、

文
部
省
科
学
研
究
費交
付
金
を
得
て 、
京
都
国
立
博
物
館に

協
力
し
て
広
く
仁
和
寺の
調
査
を
行っ
た
(
研
究
巡
回
「
仁

和
寺に
お
け
る
美
術
史
料の
調
査
と
そ
の
研
究」
研
究
代
表

者
京
郷
国
立
博
物
館
学
芸
課
長
梅
津
次
郎
氏〉 。
当
研
究

所
よ
り
参
加
し
た
の
は
森
潟 、
杉
山
信一二 、
守
回
公
夫 、
田

中
稔の
凶
名
で 、
そ
れ
ぞ
れ
仁
和
寺
境
内
お
よ
び
庭
闘
氷山
室

の
実
測 、
仁
和
土寸
前
段
〈
品川
聡
伽
患
遺
跡
発
明
工
芸
品 、

古
文
訟
寺
誌
資
料の
調
託
研
究
を
行っ
た 。
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1 、
美
術
工
芸
研
究
室・
彫
刻

概
要
は
前
掲の
ご
と
く
で
あ
る。

2 、
美
術
工
芸
研
究
室
・

工
芸

附
和
初
年工
芸
室が
発
見
し
同三
十
六
年三
月
間
主
に
桁

定
さ
れ
た
唐
招
抗
寺
レ
l
ス
に
本
年
度
は
材
質
の
物
迎
学

的 、
化
学
的
検
討
を
加
え 、
大
陸との
連
関
性
を
笑
苛Eし
得

て
研
究
の
最
終
段
階に
漸
く
迷
し
た.

能
衣
裳
と
小
袖の
研
究の一
部
と
し
て
伊
丹
市
の
前
凶
一家

に
所
放
さ
れ
て
あ
る
能
衣
袋、

能
而
の
調
査
を
実
施
し、

尖

測、

脱
出材、

調
書
作
成
を
な
し
た・

前
回
家
の
衣
袋
お
よ
び

能
而
は
年
代
的
に
は
江
戸
初
期
よ
り
中
期
頃
迄
の
作
品
で
あ

る
が、
依
存
よ
く
作
風
も
秀
れ、
その
年
代の
代
表
的
作
例

と
見
ら
れ
る
もの
が
多
く
近
世
初
期
に
お
け
る
能
衣
装、
能

而
の
好
資
料
で
あ
る。

又
前
々
よ
り
舎
利
係
お
よ
び
凶
子の
研
究
を
行
っ
て
い
る

が 、
お
年
度
に
お
い
て
も
引
続
き
判
官立
研
究
を
進
め
た・
こ

の
ほ
か、

伊
勢
市
教
育
委
円以
会
の
依
般
に
よ
り
伊
勢
市
内
の

美
術
工
芸
作
品
の
調
査
を
し
た。

3 、
建
造
物
研
究
室・
泣
跡
庭
闘

建
造
物
研
究
室
追
跡
陀闘
班
で
は、
か
ね
て
か
ら
南
部
消

大
寺
寺
地
利
査 、
小
田川
迷
州
及
び
その
流
派
に
よ
る
他
築
健

闘の
研
究
を
行っ
て
来
た
が 、
昭
和
お
年
度
に
於
て
は
左
記

調
査
を
行
っ
た e

4
月

知
思
院
庭
闘
の
実
測
訓
査

5
月

滋
賀
県
庇
鋭
的
佐
治
家
川
政
小
川州
述
州
関
係
古
凶

古
文
甘いU
等
調
査

昭
和
お
年
度
調
査
研
究
概
況

6
月

山則
前
寺
川
境
内
山犬
訓
制州
在

7
月
旧一
J衆
院
ハ
然
災
地
裁〉
災
削
洲
士試

7
1
9
月

春
日
神
社
皮
内
を
含
む
奈
良
公
凶
災
訓
制
抗

7
1

ロ
月

山
wm
提
寺
旧
民
内
実
測
調
査

8
月

二
条
娘
二
の
丸
・民
闘
実
測
刑制
査

9
月

大
徳
寺
大
仙
院
・惚
闘
実
測
制州
在
(
大
仙
院
方
丈
陪

附
修
理
工
事
に
開
述し
た
判
官江〉

昭
和
初
年
3
月

総
伽
山
ハ
凶
カ
院
山
城
跡)

尖
測
調
11

4 、

建
造
物
研
究
・み
・

建
築

制
解
体
位伊
川祉
に
伴
う
制
約 一

法
隆
寺
東
主
に
引
い机
き 、

奈
良
県
教
有
委
員
会
に
よ
っ
て

実
主
の
併
体
修
照
が
行
わ
れ、
建
築
室
は
そ
れ
に
協
力
し
たe

安
定
の
古
材
か
ら
旧
小
子一
加
の
部
材
が
発
見
さ
れ、
その

紡
川市 、
京
室
(山
大 .m〉
の
1

窃
2

間に
対
し 、

又
首
組の

川
浩を
もっ
1.m山
3
川の
小
子
房
が
知
ら
れ 、
また
発
仰に

よ
っ
て 、
旧
小
子
が
は、

東宝
に
よ
り
近
レ
位
世
に
平
行
に

悠
て
ら
れ
て
い
た
も
の
が 、
室
町
附
代
に
来
に
制附
さ
れ、
さ

ら
に
磁
長
6
年
に
現
本
地
に
刻
般
を
鮒
少
し
て
杓
辿
さ
れ
た

"」
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た 。

同
四
オザ
僧
房
跡
の
調
査

指
定
史
償
問
寺
の
指
定
地
域
に
絞し
て、
その
東
側に
防

火
用
貯
水
制
設
情
工
事
が
行
わ
れ、
総
石
を
発
見
し
た。
京

都
府
教
安
の
委
嘱
を
う
け
て、
設
位
地
点
の
み
に
限
り、
お

年
6
月
に
建
築、
考
古
共
同し
て
調
査
し
た.

法wm
は
叫仰
定

緋
掌の
東に
あ
り 、
南
北に
長い
梁
間
3
附の
迎
物の一
部

で
こ
れ
は
僧
初
と
考え
ら
れ
る。

.h
鳥
羽
離
宮
跡の
発
似
調
査

名
神
高
速
度
道
ぬ
が
木

治跡
を
過
ぎ
る
の
で、
お
年
度
に

こ
の
泣跡
全
体の
地
形
調
査
を
行っ
た
が 、
工
事が
骨拍
手
さ

れ
た
木
和十
肢
に
は
路
線
中
及
近
傍
の
逃
跡
を
お
年
7
月
と
ロ

刀 、
お
年2
月の
3
次に
わ
た
り
先
制州
潤
査し
た ・
その
結

川末 、
さ
きに
北
殿
跡
と
批
定され
た
地
点は
鴨
河の
汎
政で

泣
跡
は
仔
在
せ
ず、
十川
殿
跡
に
は
明
紘
な
も
の
な
く、
問
中

殿
跡に
は 、
僚
を
数
き
常一一ね
基
礎
地
業
とし
た
建
築
社
三ケ

所
が
の
こっ
て
い
る
こ
と
を
放
出
し
た 。

5 、
鹿
史
研

究室・
考
古

一新
山民一
路
ヰ寸
の
発
制
調
査

大
阪
府
出
問
林
市
新
盆
廃
寺
は、
前
年
の
予
備
調
査
に
よ

っ
て
瓦
新
法
泊
が
発
見
さ
れ
て
い
た
が 、
昭
和
お
年
9
・

m

月、

大
阪
府
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
本
調
訟が
行わ
れ、
考

十H
・

辿
築
.耐
笠
が
こ
れ
に
参
加
し
た e

発
出制
結
来、
南
北一
直
線
上
に
応・
金
Au--が 、
その
商
に

前
記
疋
お
法
問
を
も
っ
仏
政
が
あ
り、

ま
た
金
堂
北
に
も
一

辿
物が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た・
な
お、
類
例
を
み

な
い
桁
刊
形
極
先
瓦
や
先
而
文
隅
木
議
瓦
が
出
土
し
た・

6、
歴
史
研
究
室・
古
文
部

前
年
度
に
引
絞
い
て
興
稲
守
一山
政
の
士山
文
3、

経
典
穎
の

調
査
研
究
を
行
っ
た@
ま
た
西
大
北寸
文
お
の
調
査
に
も
着
手

し、
一

部
に
つ
い
て
別
査 、
写
真
山
影
を
行
っ
た 。
7
月
に

は
毎
日
新
聞
社
に
よ
る
高
野
山
文
化
財
総
合
調
査
に
参
加
し、

話
宝
館 、
宝
亀
院 、
桜
池
院 、
飯
島
光
院 、
常
普院 、
天
徳

院、
不
動
院
その
他の
古
文
書
典
籍
頬
を
調
査
し
た
が 、
多

く
の
刷出口川
が
見
ら
れ
た.
ロ
月
に
は
文
化
財
保
議
委
員
会
に

よ
る
東
寺
御
拶
盆
倉の
宋版一
切経
測
有一に
協
力
し
た 。
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